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１ はじめに 

 社会の情報化が急速に進展し，児童生徒のインターネット利用が日常的に行われるようになってい

る。背景には，平成 10年頃から急速に普及した携帯電話の存在と，平成 16年から始まった携帯電話

のパケット通信料金の定額制導入がある。内閣府が行った平成 24年度「青少年のインターネット利用

環境実態調査報告書」では，「自分専用の携帯電話」の所有率が小学生で 24.1%，中学生で 46.2%，高

校生で 97.6%となっている。近年は小型のパソコンとも言えるスマートフォンの普及もあり，児童生

 平成 24年度に実施した「児童生徒の情報機器利用の実態調査」の分析結果と，この調査から明

らかになった情報モラル指導のポイントについて報告する。また，小学校から高等学校までの各

校種における，児童生徒の発達段階に応じた体系的な情報モラル教育の効果的な指導法について

の研究成果の発表及び，情報モラル指導の授業実践についても報告する。 



 - 2 - 

徒はこれまで以上に，いつでもどこでも，インターネットを容易に利用することができるようになっ

ている。 

 平成 20年３月告示の小学校学習指導要領や中学校学習指導要領，平成 21年３月告示の高等学校学

習指導要領や特別支援学校小学部・中学部及び高等部学習指導要領（以下「新学習指導要領」と表す）

の総則において，「情報モラル」という言葉が盛り込まれた。また，教育基本法に基づく「教育振興

基本計画」や「青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整備等に関する法律」と

いった施策や法律においても，情報モラル教育の取組についての提唱や推進がなされ，学校における

情報モラル教育の一層の推進が重要になっている。 

 当センターでは，平成 21・22年度に児童生徒のコンピュータ・インターネット利用に関する実態調

査を行い，児童生徒の発達段階に応じた体系的・効果的な指導法や，情報モラル向上のための研究に

取り組んできた。児童生徒を取り巻くインターネット利用環境は，日々変化しており，常に児童生徒

の実態を把握し，実態に応じた体系的・効果的な情報モラルの指導法の研究・開発をする必要がある。

そこで，平成 23年度より３年間「児童生徒の情報モラルの指導法に関する調査研究」を進め，児童生

徒の情報機器利用の実態把握と情報モラルの指導法に関する研究を行ってきた。この研究で明らかと

なった児童生徒のインターネット利用の現状と情報モラル教育の課題や，研究協力委員による授業の

実践事例について報告する。 

 

２ 研究の目的 

 本研究は，児童生徒のインターネット利用に関する実態を把握し，各学校段階で児童生徒の発達に

応じた体系的・効果的な指導が行えるよう，教材や指導例について調査研究し，児童生徒の情報モラ

ルの向上を図ることをねらいとする。 

 

３ 研究の方法 

 平成 23年度から 25年度の３年間を研究期間とし，研究協力委員と所員による共同研究で行う。 

 (1) 実態調査アンケートの実施と分析 

 愛知県内の抽出した小，中，高，特別支援学校の児童生徒に「児童生徒の情報機器利用の実態調査」

アンケートを実施し，児童生徒の情報機器利用の実態や興味，意識等を調査・分析して，情報モラル

指導のための基礎資料とする。 

 (2) 研究協力委員による情報モラル授業の実践 

 学校教育のさまざまな場面に柔軟に対応した情報モラルに関する授業が誰でも行えるよう，インタ

ーネット上の情報モラル教育に関する既存コンテンツ等を活用した実践研究を行う。 

 (3) 研究協力委員と所員による協議 

 実態調査アンケート，授業実践報告を基に，学校教育全体を通した情報モラルのより効果的な指導

法について協議・検討し，情報モラル教育のためのコンテンツとしてまとめる。 

 

４ 研究の内容 

 (1) 「児童生徒の情報機器利用の実態調査」の分析 

 平成 24年度に「児童生徒の情報機器利用の実態調査」のアンケートを，県内の公立小学校 17校（４

～６年），公立中学校 13校（１～３年），県立高等学校 15校（１～３年），県立特別支援学校１校



 - 3 - 

（高等部１～３年）に実施し，小学生 2,634

人，中学生 2,325人，高校生 3,275人から

有効回答を得た。この回答をクロス集計し

て分析を行った。 

  ア 情報機器の利用状況 

 「友達との連絡によく使う情報機器」（図

１）は，小学生では家庭用電話機の割合が

多く，中学生になると携帯電話の割合が急

増し，高校生では 90%以上になる。特に中

学校入学前後から高校入学前後までの間の

変化が大きいことが分かる。 

  イ 携帯電話の利用状況 

 中学生，高校生の「携帯電話取得時期」

（図２）は，中学生では卒業までに 53.8%

の生徒が携帯電話を取得し，高校生では高

校入学前後までで 90.4%が携帯電話を取得

している。高校１年生までを含めると

95.4%となり，高校生のほとんどが携帯電話

を取得していることがわかる。また，高校

入学前後に 25.2%の生徒が携帯電話を取得

しており，このことからも携帯電話に関す

る情報モラル指導のタイミングは携帯電話

の利用や取得が増える中学校から高校入学

前後が重要な時期の一つであると言える。

「携帯電話のフィルタリング状況」（図３）

は小学生で，自分の携帯電話を持っている

児童の 56.9%が，「フィルタリングが何か

分からない」という回答であった。これは，

小学生が利用する携帯電話では，インター

ネットで利用できるサイトが制限されてい

る契約であったり，フィルタリングされる

サイトにアクセスしたりすることがないの

で，フィルタリングを意識することがない

ことも考えられる。また，中学生の携帯電

話所持者では，21.8%，高校生では 43.4%が

「フィルタリングを解除した」「初めから

していない」と回答している。「青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整備等

に関する法律」では，事業者には青少年の利用する携帯電話にはフィルタリングサービスの利用を薦

めることが義務づけられているが，保護者がフィルタリングを利用しないとの申し出をした場合には

【図１ 友達との連絡によく使う情報機器】 

【図２ 携帯電話の取得時期（中高の比較）】 

【図３ 携帯電話のフィルタリング状況】 
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この限りではないと盛り込まれている。保

護者からの申し出がなければフィルタリン

グは解除することができないのであるから，

学校からの保護者への啓発活動も今後の課

題であろう。 

  ウ インターネットの利用状況 

 「インターネット利用機器」（図４）は

校種が上がるにつれて携帯電話，スマート

フォンの比率が高くなり，特に高校生では

インターネット利用者の 43.3%がスマート

フォンと答え，一番多くなっている。スマ

ートフォンは小型のパソコンとも言えるも

ので，アプリケーションソフトをインスト

ールすることで携帯電話では利用できない

インターネット上のさまざまなサービスが

簡単に利用できるようになる。常に持ち歩

くことができる小さなパソコンであり，児

童生徒はこれまで以上にインターネットの

サービスを幅広くいつでも利用することが

可能になっている。 

  エ 児童生徒の情報モラル意識 

 「携帯電話・ネット利用のルールやモラ

ルを大切にした行動をとっているか」（図

５）では「強く思う」「少し思う」をあわ

せるとどの校種でも 80%以上である。この

うち，「強く思う」と回答した児童生徒の，

「違法動画・音楽のダウンロード」をする

ことについての回答を見ると，校種が上が

るにつれて「よくないと思う」の割合が減

少し，高校生では 31.4%となる（図６）。

このことから，一部の児童生徒のモラル意

識と行動にはずれがあり，自分に都合のい

い判断基準でインターネットや携帯電話を

利用していると考えられる。また，「携帯

電話・ネット利用の危険性について誰に教

わったか」（図７）では，校種が上がるに

つれて一番多い割合が“親”から“学校の

先生”へと変化していく。小学生段階での

保護者の役割の重要性と体系的な情報モラ

【図６ 「ルールやモラルを大切にした行動」（強く

思うと回答した児童生徒）と「違法動画・音楽のダウ

ンロード】 

【図５ 携帯電話・ネット利用のルールやモラルを大

切にした行動をとっているか】 

【図４ インターネット利用機器】 
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ル教育を学校で行う必要性が読み取れよう。 

 

 (2) 授業実践例 

  ア 体系的な情報モラル指導について 

 情報モラルの指導は，児童生徒の実態に

即した形で体系的に行うことが重要である。

平成 21 年度から２年間の所員研究におい

て，文部科学省で作成された「情報モラル

指導モデルカリキュラム」に沿って情報モ

ラル教育のコンテンツを作成してきた。こ

れら既存のコンテンツを参考に，各校種で

の情報モラルの指導法を検討し，研究協力

委員の所属校において授業実践に取り組んだ。その際，インターネット上の情報モラル教育に関する

既存コンテンツ等を活用することで，情報モラルに関する授業経験の少ない教師でも行えるための授

業実践となることも考慮した。 

 実践は，１時間の授業を通して行う「情報モラル授業実践」と通常の学習活動やホームルーム活動

において，情報モラルに関連する指導が必要な場面を見つけ，10分程度で行える「情報モラルちょっ

と授業」を実践した。これらの実践報告はウェブコンテンツ「情報モラル」の中で紹介している。以

下に，その実践の一部を紹介する。 

  イ 情報モラル授業実践 

 ① 小学校 

 文部科学省小学校道徳読み物資料集から「幸せコアラ」を活用した授業実践を行った。小学校道徳

読み物資料集には情報モラルの内容を含む資料が 29本中５本用意されている。ここでは，チェーンメ

ールへの対応やメールを送られてしまった人の立場や気持ちについて触れ，チェーンメールや個人情

報を発信する問題点について気付かせ，人権を意識して情報発信することについて考えさせた。その

結果，携帯電話でのメール交換による交友関係の在り方や，情報発信には責任が伴うことを気付かせ

ることができた。児童にじっくり考えさせるには，読み物資料の活用は小学生にとって有効であった。 

 ② 中学校 

 警察庁サイバー犯罪対策の「情報セキュリティ対策ビデオ」や（財）コンピュータ教育推進センタ

ー（ＣＥＣ）の「ネット社会の歩き方」を活用した授業実践を行った。これらのサイトのコンテンツ

は，取り上げている内容が豊富であり，生徒の実態に即した教材を選択して授業を行うことができた。

また，動画教材もあるため，より現実感をもって生徒が状況をイメージしやすく，生徒にインターネ

ット上で起こりうる問題をより身近に感じさせることができた。ワークシートや指導案も付属してお

り，そのワークシートを生徒の実態に合わせて変更することで，授業を柔軟に展開することも可能で

ある。 

 ③ 高等学校 

 授業の準備として携帯電話やインターネットに関する事前アンケートを実施し，その結果からＣＥ

Ｃの「ネット社会の歩き方」のコンテンツ「個人情報流布」と「ネット依存」の二つの題材を選択し，

授業実践を行った。動画教材を見ながら，その危険性と問題点について考察し，グループ討議と班ご

【図７ 携帯電話・ネット利用の危険性について誰に

教わったか】 
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との発表を織り交ぜながら授業を進めた。この実践では，導入時に事前アンケートの結果を示したこ

ともあり，生徒は自身の問題として興味を示し，積極的に授業に参加し，考えを深め，さまざまな意

見を引き出すことができた。「ネット社会の歩き方」は教材として利用しやすくよくまとめられてお

り，動画も指導者のタイミングで進めることができる。 

 

５ 研究のまとめと今後の課題 

 実態調査アンケートの分析から，児童生徒のインターネット及び情報機器の利用実態を把握するこ

とができ，さまざまな教育活動の場面で利用することができる基礎資料を得ることができた。また，

各校種での情報モラル指導の授業実践をまとめ，児童生徒の発達段階に応じた具体的な情報モラル指

導の参考事例をまとめることができた。この研究の顧問を務めていただいた，金城学院大学教授の長

谷川元洋先生からは，「効果的な指導カリキュラムを策定するには実態調査を活用する必要があり，

生徒の実態に基づいて授業を行うことで生徒が自分自身の問題と捉え，考えることができる」と助言

をいただいた。今後はこの実態調査の結果をどのように情報モラルの指導に活用するかを考え，情報

モラル教育の推進に貢献できる取組を続けていく必要がある。また，これまでの研究の成果を愛知エ

ースネットのコンテンツとして発信し，実態調査の結果や授業実践事例が情報モラル指導の場で活用

されることを期待したい。 

 児童生徒が利用する情報機器やサービスは次々に新しいものが開発され，取り巻く環境も変化して

いく。今後も情報モラル指導の充実を図っていくために，定期的にアンケート調査を行い，児童生徒

の実態を把握して効果的な指導が行えるように調査研究を継続していきたい。 

 

６ おわりに 

 情報モラルの指導を体系的に行うには，各校種での情報モラル指導がどのように行われているのか

を理解しておくことも必要である。本研究では小学校，中学校，高等学校の研究協力委員が集まり，

学校での授業実践研究を実施して，校種間の情報交換と連携を図ることができた。どの校種でも新学

習指導要領に情報モラルが盛り込まれ，今後も情報モラル教育の充実が求められることを考えると，

本研究会の取組は大変意義あるものであったと考える。また，今後もこのような取り組みが広がるこ

とを願いたい。最後に，情報モラルの授業実践を参観していただき，実態調査アンケートの作成，分

析まで熱心に御指導，御助言いただいた，金城学院大学教授長谷川元洋先生に心よりお礼を申し上げ，

本研究のまとめとしたい。 
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